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【要約】　

高気圧酸素治療（Hyperbaric	Oxygen	therapy	:	HBO）の運用においては，多職種と連携し様々な疾患や既往歴，

性格が異なる患者に対応できる能力や安全管理が求められる。HBOの特殊性から高度な技能レベルが要求され

るため，教育システムは重要なものであり様々な手法を駆使して対応しなくてはならない。当科では，多種多様な

世代に柔軟に対応すべく，多角的な教育システムを構築し運用している。次世代の教育は，多角的な手法により育

成者の考える力を基本とした組織教育を実践していくことが必要だと考えられた。

1．緒言

高気 圧 酸 素 治 療（Hyperbaric Oxygen therapy : 

HBO）は，大気圧よりも高い気圧環境の中に患者を

収容し，この患者に高濃度の酸素を吸入させることに

よって，病態の改善を図る治療法である。HBO装置

を設置している施設は，施設の規模および運用状況

も様々である。多くの施設は，運用の中心を臨床工

学技士（Clinical Engineer：CE）もしくは看護師が

担っており，多職種と連携し多様かつ様々な疾患や既

往歴，性格が異なる患者に対応できる能力と安全管

理を行える能力が求められる。各施設は，一般社団

法人日本高気圧環境・潜水医学会発行の高気圧酸素

治療の安全基準1）や公益社団法人日本臨床工学技士

会が発行している高気圧酸素治療業務指針 2）に準じ，

独自の育成計画を運用していると推測される。当院の

HBO教育は，バディシステム，教育評価表，レポート

制度，ロールプレイ，ジョブローテーション，メンター

制度を採用している。今回，この内容を紹介し，次

世代教育の充実化に向けて考察したので報告する。

2．教育内容

1）バディシステム

バディシステムとは，海浜実習で活用されている安

全管理法の一つである。当科では，この安全管理法

を参考に2人1組（buddy）の教育係を編成している。

互いに助け合いながら行動することで，事故防止や育

成者の教育を目指したシステムである。従来の1対1教

育やプリセプタ制度での教育は，教育係への過度な

負担などデメリットが大きいと報告されている3）。当科
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では，組織教育の基盤を担っており，時間外勤務の

短縮や情報共有，教育者の負担軽減や育成者と教育

係との相性の問題解決など一定の成果を得ている。バ

ディの編成については，部署長がスタッフの素質，経

験年数，担当業務などを考慮して選出している。

2）教育評価表

教育評価表を用いて，1年間を通して計画的に技術

と知識の習得を目指している。教育係と育成者の双方

が週1回，5段階評価の内容に関して整合性を図って

いる（表1）（表2）。これは習熟度を視覚化させ，振

表1. 教育評価表　上半期
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り返りを行うためのコミュニケーションツールとして有

効であり，また教育の進捗や問題点などの報告ツール

にも繋がっている。

3）レポート制度

教育項目に対して，育成者の気づきと理解度の把

握及び論理的考察力の習得を目的に導入している。

表2. 教育評価表　下半期
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提出されたレポートは指摘するツールではなく，教育

内容の見直しを行いアップデートさせるものと位置付け

ている。そのため，教育係は，あらかじめ模範レポー

トを作成し，その内容をもとに“狙い”のある教育を行

うこととしている。教育係は，模範レポートを部署長

へ提出し，部署内教育方針との整合を図っている。

4）ロールプレイ演習

ロールプレイは，臨床経験の少ない育成者とともに，

教育係が患者役や治療担当者などを演じ，機器の操

作から緊急時の対応などをイメージさせることを目的に

導入している（図1）。後藤らは，ロールプレイ演習に

ついて，患者を演じることでコミュニケーションスキル

の学習には有用な方法で，患者視点について探求で

きることがメリットの1つと報告している4）。当科では，

ロールプレイ演習にビデオデブリーフィングを追加しさ

らに，ポイントとなる項目の事実確認，改善を要する

点を抽出し，次にどう対応するかを話し合った後に，

再度行っている。このことで行動の意味やそのときの

感情など様々な気づきを得ることが可能となっている。 

5）ジョブローテーション

ジョブローテーションは，人材育成，適性の発見，

スタッフの人事交流を目的に導入している。様々な業

務を経験することで，組織全体の状況把握，業務に

おける応用力，そして，他の医療スタッフとの人脈の

構築に繋がっている。当科では，業務の専門性や安

全性を向上させるためにも，2から3年間の専任業務

を経験したのちに定期的な部署異動を行っている。

6）メンター制度

厚生労働省委託事業で策定された「メンター制度」5）

を参考に育成者の心理的安全性の確保を目的に改変

して導入した。その中で，豊富な知識と職業経験を有

したメンターが育成者に対して行う個別支援活動を指

し，キャリア形成上の課題解決を援助して個人の成長

を支えるとともに，職場内での悩みや問題解決をサポ

ートする役割を果たしている。当科では，定期的なヒ

アリングにより育成者の心情の把握を行っている。育

成者が不安なく業務を遂行し，風通しの良い職場環

境にも繋がっている。ヒアリングした内容は，部署長

へ報告し必要時は，部署長とともに介入するという形

式をとっている。

3．考察

1）現代社会における教育の問題点

多くの医療スタッフは，多種多様な教育課程を経て

医療現場へ入職する。義務教育現場においては，学

習指導要領が1977年から1998年において教育課程

の削減がなされ，いわゆる“ゆとり教育”が行われた6）。

1987年度から1989年度生まれが「ゆとり第一世代」，

1990年度から1995年度生まれが「ゆとり・さとり世代」，

1996年度から2003年度生まれが「脱ゆとり世代」の3

世代に分かれている7）。このような，社会的背景があ

るため，育成者は，根本的な能力や思考能力，そし

てメンタルティはより複雑化している印象を受ける。ま

た，若年世代は精神的に繊細な面も多く，現場と想

像の不一致といったリアリティ・ショック8）に直面する

ため精神面を支援していくことが必要となる。そのた

め，臨床現場における教育は，社会的背景に柔軟に

対応するために定期的に教育システムをアップデートさ

せることが重要と考えられた。

2）多角的教育について

当科では，バディシステム，教育評価表，レポート

図1：ロールプレイ患者導入（左）とデブリーフィング（右）
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制度，メンター制度，ロールプレイ学習，ジョブロー

テーションを活用し，多角的な教育体制を構築してい

る（図2）。従来の教育係と育成者の1対1教育では，

教育係の負担が大きく，育成者との性格の不一致な

どの問題が生じている。バディシステムによって，教育

係の負担軽減に繋がり，性格の不一致による問題が

是正されたと考えられた。教育計画表やレポート制度

により経験則に頼った教育ではなく，目的のある教育

が実現し，育成者の到達目標を明確化させることが可

能になると考えられた。ロールプレイ学習は，臨床経

験の浅いスタッフに対しても，ビデオデブリーフィング

を通じて多くの気づきを得ることができ，実践段階に

到達可能な教育手段となっている。教育機関で学んで

いた時代は，知識力が求められるが，臨床現場にお

いては“実践力”が求められる。実践力ついて，小川

らは習得した知識を活用でき，問題解決へ導く能力と

報告している9）。知識の活用から問題解決の能力を身

につけさせるため，そして求められる能力の変化に対

応し精神的サポートを行うためにも，多角的かつ組織

的な教育システムが肝要であると考えられた。

3）HBOにおける次世代教育について

当科の教育は，主にHBO業務に新しく配属された

者に対し1年を通して実施する計画となっている。1年

目以降は，バディシステムに加入し先輩スタッフと組

み教育係を担当している。教育係となり，教育計画

書や模範レポート，ロールプレイを反復していくことで

HBOの再教育に繋がっていると考えられた。HBOに

従事するスタッフは，養成校での履修時間が少なく基

礎教育が十分とは言えない現状がある10）。また，手技

も簡便となりスタッフのマンネリ化も潜んでいる。しか

し，HBOは，適応疾患からも推測できるようにがん

治療から急性期，創傷治癒分野まで様々な疾患に利

用される。そして診療科に関しても，外科，整形外科，

救急科，形成外科など多岐に渡っている。そのため，

HBOスタッフは呼吸，循環，代謝と幅広い知識と視

野を有しており，治療における問題点を予見し解決す

るための「考える力」を有している者が適任となる。ま

た，有事の際に迅速に対応できるためにも，ロールプ

レイといった実践型教育は必ず必要となる。HBO教育

は，基礎教育を基盤として安全管理，感染管理，運

営が必要となる。現代社会において，教育は時代の

変化に応じた手法を日々検討し運用していくことが必

要である。次世代教育は，考える力の育成を基本とし

た組織教育を実践していく必要があると考えられた。

4．結語

① 現代社会において，教育は時代の変化に応じた柔

軟な手法を検討し，多角的な手法にて運用する必要

がある。

② 当院は様々な手法を活用し，相互的に関係させた教

育体制を構築している。
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